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第１章 調査概要 

(1) 調査目的と調査内容 

「日本再興戦略」改訂 2015（平成 27 年６月 30 日閣議決定）や自民党教育再生実行本部第六

次提言（平成 28 年４月４日）等において「大学等におけるインターンシップの推進」が指摘さ

れていることなどから、大学等に対してインターンシップのさらなる実施を促し、取組をより

加速させる必要がある。そのため、本調査研究では、インターンシップを実施・単位化するう

えでの大学等の課題、参加する学生にとっての課題、学生の受入れを行う企業等の課題を明確

にしたうえで、当該課題を解決するためのノウハウを整理するとともに、大学等、学生、企業

等にとってのインターンシップのより具体的な教育効果や有用性（メリット）等を明確にするた

めの実態把握を行い、インターンシップのさらなる推進に寄与することを目的とする。 

また、就職・採用活動開始前に行われるインターンシップが就職・採用活動そのものとなら

ないよう留意する必要があることから、インターンシップに関して、就職・採用活動との関係

における大学等、学生、企業等にとっての実態やニーズ等の調査を行い、適正なインターンシ

ップの普及に努めることを目的とする。 

 

※本調査における「インターンシップ」の定義 

＝学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験 

・企業等における実習がないもの、特定の資格取得に関係するもの（教育実習、看護実習、臨床

実習等）は含まない 

 

本調査では、①学生、②企業、③大学に対してアンケートを実施した。 

各調査の概要は以下のとおりである。 

 

①学生 

 調査票タイトル：学生生活に関するアンケート 

 調査対象：全国の国公私立の大学・短大及び高等専門学校に通う学生 

 調査会社の登録モニターに対し、文部科学省の学校基本調査をもとに、地域 6 区分（北海

道東北/関東/中部/関西/中国四国/九州沖縄）、学校種学年（大学 1-2 年生/大学 3 年生/大学 4-

6 年生/大学院生（修士+博士）/短大生＋高専生）の構成比割付で告知をして回収 

 調査方法：インターネットリサーチ 

 実査期間：2016 年 10 月 24 日～11 月 2 日 

 回収数：3,386 名 

 インターンシップの具体に関する設問については、インターンシップ経験者 1,033 名が、

「1 日以上 2 週間未満（1～10 営業日）」と「2 週間（11 営業日）以上」のそれぞれについ

て、主なものを特定して回答。のべ回答数は 1,083 件 
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②企業 

 調査票タイトル：インターンシップ推進のための効果・有用性に関するアンケート 

 調査対象：全国の従業員数 5 名以上の、新卒採用実施企業 

 会社四季報を台帳とし、上場企業/未上場企業を地域 6 区分（北海道東北/関東/中部/関西/中

国四国/九州沖縄）、従業員規模 4 区分（5-99 名/100-299 名、300-999 名/1000 名以上）で構

成比割付で抽出した 2,500 社 

 調査方法：文部科学省の調査である旨を示した封筒により調査票を郵送配布し、郵送で回答

を受付 

 実査期間：2016 年 10 月 26 日～11 月 18 日 

 回収数（2017 年 1 月 6 日〆）：701 社 

 インターンシップの具体に関する設問については、インターンシップ実施企業 390 社が、

「受け入れ期間 1 日」「同 2 日以上 2 週間未満（2～10 営業日）」「同 2 週間以上（11 営業

日以上）」のそれぞれについて、主なものを特定して回答。のべ回答数は 511 件 

 

③大学 

 調査票タイトル：インターンシップ推進のための課題及び具体的効果・有用性に関する調査

（大学・短期大学・高等専門学校） 

 調査対象：全国の大学・短大・高専 1,182 校 

 インターンシップを学部学科毎に実施している学校については、「全ての学部及び研究科

（大学の場合）/全ての学科・本科及び専攻科（短大・高専の場合）」、及び「キャリアセン

ター等（全学のキャリア教育担当組織）」のそれぞれの担当部署が回答 

 インターンシップを全学共通科目としてのみ行っている場合は、「キャリアセンター等のイ

ンターンシップ担当部署」が回答 

 調査方法：文部科学省を通じて全国の大学・短大・高専に依頼した上で、専用 WEB サイト

に調査票を配置し、回答者のメール送信によって回収 

 実査期間：2016 年 10 月 24 日～11 月 11 日 

 回収数（2017 年 1 月 6 日〆）：1,019 校（回収率 86.2％）、2,791 件 

 インターンシップの具体に関する設問については、インターンシップ実施学部・研究科・組

織 1,683 学部等が、「実施期間 1 日～1 週間未満」「同 1 週間以上 2 週間未満（6～10 営業

日）」「同 2 週間以上（11 営業日以上）」のそれぞれについて、主なものを特定して回答。の

べ回答数は 2,666 件  
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(2) 本報告書の見方について 

 グラフ及び集計表において表示している数値は、実数またはパーセンテージのいずれか（ま

たは両方）となります。 

 表示しているパーセンテージは、小数点以下 2 位を四捨五入しています。そのため、表示

している単一回答方式の質問の集計結果の回答割合をすべて足しあげても、100％に満たな

い場合、また 100％を超過する場合があります。 

 1 件も回答がなかったものについては、集計表において「－」で示しており、グラフ上の表

記は省略しています。 

 集計表において、回答結果の傾向を見やすくする目的で、最も回答割合の多かったものは濃

い橙色、2 番目に回答割合の多かったものは薄い橙色で網掛けをしています。 

 学生の設問は Q1～Q82 

 そのうち Q8 から Q10 はインターンシップ実施者のみ。Q11～Q42 はインターンシップ

実施期間「1 日」「2 日以上 1 週間未満（2～5 営業日）」「1 週間以上 2 週間未満（6～10 営

業日）」のみ。Q43～Q74 は「2 週間（11 営業日）以上 1 か月未満」「1 か月以上 3 か月未

満）」「3 か月以上」のみ。Q75～Q76 はインターンシップ実施者のみ。Q77～Q80 は実習

のみ参加者のみ。Q81～Q82 はインターンシップ実施者以外のみ。※Q11～42 と Q43～

74 は同じ設問である。 

図表 １-１ 設問構成（①学生） 

 

 

 

  

■共通設問（学生単位）
【Q1～Q7】

属性、インターンシップ参加有無・実習参加有無等

【Q11～Q42】

インターンシップ
参加期間

（1～10営業日）

■個別設問（インターンシップ参加経験者)

【Q8～Q10】

インターンシップ参加時期・参加期間

【Q43～Q74】

インターンシップ
参加期間

（11営業日以上）

参加したインターンシップ
プログラムのうち、
主な1つについての

具体的内容等

【Q75～Q76】

インターンシップと就職活動との関係等

■個別設問
（実習のみ参加者）

【Q77～Q80】

実習期間
期待・成果

就職との関係等

■個別設問
（インターシップ非参加者）

【Q81～Q82】

インターンシップ不参加の
理由等

参加したインターンシップ
プログラムのうち、
主な1つについての

具体的内容等



4 

 

 企業等の設問は、問 1～問 1a までは共通設問。問 2～問 32 は「1 日」「2～10 営業日」「11

営業日以上」でわかれている。問 33～問 39 は共通設問。 

図表 １-２ 設問構成（②企業） 

 

 

 大学等の設問は、問 1～問 4 は共通設問。問 5～問 30 は「1～5 営業日」「6～10 営業日」

「11 営業日以上」でわかれている。問 31～問 37 はインターンシップを実施している組織

のみ。問 38～問 42 はインターンシップを実施していない組織のみ。 

図表 １-３ 設問構成（③大学） 

 

■共通設問（企業単位）
【問1～問1a】

企業属性、インターンシップ実施状況等

インターンシップ
実施期間

（1日）

インターンシップ
実施期間

（2～10営業日）

インターンシップ
実施期間

（11営業日以上）

【問2～問32】

実施したインターンシ
ッププログラムのうち
主な1つについての

具体的内容等

【問33～問39】

インターンシップ受け入れ上の課題、大学への要望等

■共通設問（企業単位）

■個別設問（実施しているインターンシッププログラムの期間単位）

【問２～問32】

実施したインターンシ
ッププログラムのうち
主な1つについての

具体的内容等

【問2～問32】

実施したインターンシ
ッププログラムのうち
主な1つについての

具体的内容等

■共通設問（学部・組織単位）

【問1～問4】

大学・組織属性、インターンシップ実施状況等

インターンシップ
実施期間

（1～5営業日）

インターンシップ
実施期間

（6～10営業日）

インターンシップ
実施期間

（11営業日以上）

【問5～問32】

実施したインターンシ
ッププログラムのうち
最も受講人数の多い
者についての具体的

内容等

【問31～問37】

インターンシップ受け入れ上の課題、企業への期待等

■共通設問（学部・組織単位）

■個別設問（実施しているインターンシッププログラムの期間単位）

■個別設問
（インターシップ非実施学部・組織）

【問5～問32】

実施したインターンシ
ッププログラムのうち
最も受講人数の多い
者についての具体的

内容等

【問5～問32】

実施したインターンシ
ッププログラムのうち
最も受講人数の多い
者についての具体的

内容等

【問38～問42】

インターンシップ非実施理由等
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(3) 回答者プロフィール 

 

 学生は、大学 4～6年生が回答者全体の 41.9％を占めている。 

 企業等は他に比べて関東・中部の割合が高い。 

 大学等は、大学・大学院が回答全体の 69.0％である。 

 

①学生 

Q１：あなたの現在の学年をお答えください。（ひとつだけ） 

図表 １-４ 学年別対象者数（n=3386） 

 

 

6.1%

5.8%

26.8%

38.8%

1.8%

1.3%

4.3%

5.8%

1.7%

2.7%

3.1%

0.0%

0.0%

0.4%

0.6%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

大学1年 (206)

大学2年 (197)

大学3年 (908)

大学4年 (1313)

大学5年 (60)

大学6年 (44)

大学院修士1年 (145)

大学院修士2年 (197)

大学院博士 (56)

短大1年 (92)

短大2年 (104)

高専1年 (1)

高専2年 (0)

高専3年 (14)

高専4年 (21)

高専5年 (28)

- 
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Q２：卒業後の志望進路として、あてはまるものをすべて教えてください。 

図表 １-５ 卒業後の志望進路（n=3386） 

 

 

Q３：あなたが現在通っている学校での専攻分野をお答えください。（ひとつだけ） 

図表 １-６ 専攻分野（n=3386） 

 

59.7%

28.1%

4.3%

15.4%

6.4%

7.7%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

民間企業に就職したい (2021)

民間企業以外（公務員、教員、その他団

体職員など）に就職したい (953)

起業したい (144)

大学/大学院などへ進学したい ※大学

への転部・編入などを含む (521)

留学したい (216)

わからない (262)

その他 (82)

17.6%

20.5%

6.0%

13.1%

4.1%

13.6%

0.7%

2.9%

8.2%

2.3%

1.3%

9.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

人文科学 (595)

社会科学・社会 (693)

理学 (202)

工学・工業 (445)

農学 (139)

保健（医・歯・薬・看護等） (462)

商船 (24)

家政 (97)

教育 (278)

芸術 (79)

教養 (43)

その他 (329)
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Q４：居住状況をお答えください。（ひとつだけ） 

図表 １-７ 居住状況（n=3386） 

 

Q５：奨学金受給有無をお答えください。（ひとつだけ） 

図表 １-８ 奨学金受給有無（n=3386） 

 

Q６：進路確定状況をお答えください。（ひとつだけ） 

図表 １-９ 進路確定状況（n=3386） 

 

自宅（実家）
(2065)
61.0%

下宿
(1306)
38.6%

その他
(15)
0.4%

有
(1424)
42.1%

無
(1962)
57.9%

26.3%

7.4%

7.3%

1.0%

1.9%

54.9%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

民間企業に就職が確定している (891)

民間企業以外（公務員、教員、その他団体職

員など）に就職が確定している (252)

大学/大学院などへ進学が確定している (248)

留学が確定している (33)

留年するので卒業しない (65)

まだ確定している進路はない (1859)

その他 (38)
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②企業 

貴社およびご自身のことについておたずねします。（従業員数）（ひとつに○） 

図表 １-１０ 従業員数 (n=701) 

 

 

貴社およびご自身のことについておたずねします。業種（主業種）ひとつに〇をつけてくださ

い。 

図表 １-１１ 主業種 (n=701) 

 

300名未満 (206)
29.4%

300名以上1000

名未満 (223)
31.8%

1000名以上

5000名未満
(182)
26.0%

5000名以上 (62)
8.8%

不明 (28)
4.0%

0.1%

0.1%

9.0%

34.8%

1.4%

8.6%

3.9%

17.5%

5.8%

2.7%

1.1%

2.6%

0.9%

0.6%

0.4%

0.1%

4.9%

2.0%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

農業，林業 (1)

漁業 (0)

鉱業，採石業，砂利採取業 (1)

建設業 (63)

製造業 (244)

電気・ガス・熱供給・水道業 (10)

情報通信業 (60)

運輸業，郵便業 (27)

卸売業，小売業 (123)

金融業，保険業 (41)

不動産業，物品賃貸業 (19)

学術研究，専門・技術サービス業 (8)

宿泊業，飲食サービス業 (18)

生活関連サービス業，娯楽業 (6)

教育，学習支援業 (4)

医療，福祉 (3)

複合サービス事業 (1)

サービス業（他に分類されないもの） (34)

公務（他に分類されるものを除く） (0)

ＮＰＯ等団体 (0)

その他 (14)

無回答 (24)

- 

 

- 
- 
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貴社についてお尋ねします（１）新卒採用の目的 （すべてに〇） 

図表 １-１２ 新卒採用の目的 (n=662) 

 

 

貴社についてお尋ねします（２）２０１６年卒の採用人数について （ひとつに〇） 

図表 １-１３ 2016 年卒の採用人数について (n=661) 

 

76.4%

96.2%

39.0%

6.2%

17.1%

8.5%

39.4%

3.0%

5.4%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

定期的に一定数の人材を採用できるた

め (506)

自社の将来を担う人材を採用するため
(637)

能力の高い人材を採用できるため (258)

採用コストが安いため (41)

能力開発や教育が容易であるため (113)

人事上の管理が容易であるため (56)

自社の文化や社風等の浸透が容易であ

るため (261)

景況により人員を調整するための調整

が容易なため (20)

景況により採用人数の調整が容易であ

るため (36)

その他 (7)

計画以上(46)
7.0%

おおむね計画

通り(441)
66.7%

計画未満(174)
26.3%
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貴社についてお尋ねします（３）２０１７年卒の採用における課題について （主なひとつに○） 

図表 １-１４ 2017 年卒の採用における課題について(n=628) 

 

 

57.0%

29.9%

5.6%

2.2%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

優秀な人材の確保(358)

計画人数の確保(188)

幹部候補生の採用(35)

その他(14)

特にない(33)
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③大学 

問１：学部・組織等情報、および回答者情報をご記入ください。（ひとつ） 

図表 １-１５ 学部・組織等 (n=2768) 

 

 

問２：貴学部・組織等の分野について、主要な分野１つに◎、該当する分野すべてに○をして

ください。 

図表 １-１６ 学部・組織等の分野（主要な分野）(n=2630) 

 

42.2%

26.8%

14.4%

8.1%

0.8%

2.4%

3.2%

1.8%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

大学・学部 (1167)

大学・研究科 (741)

大学・キャリアセンター等 (398)

短期大学・学科 (224)

短期大学・専攻科 (23)

短期大学・キャリアセンター等 (66)

高等専門学校・本科 (89)

高等専門学校・専攻科 (50)

高等専門学校・キャリアセンター等 (10)

10.6%

22.2%

3.5%

14.6%

4.0%

12.6%

0.3%

3.3%

8.4%

2.1%

0.8%

10.3%

7.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

人文科学 (279)

社会科学・社会 (585)

理学 (92)

工学・工業 (384)

農学 (104)

保健（医・歯・薬・看護等） (332)

商船 (9)

家政 (87)

教育 (220)

芸術 (55)

教養 (22)

キャリアセンター (271)

その他 (190)
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図表 １-１７ 学部・組織等の分野（該当する分野すべて）(n=2779) 

 

 

18.2%

32.6%

9.5%

19.1%

5.4%

16.2%

0.6%

6.7%

15.7%

5.8%

3.7%

13.5%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0%

人文科学 (505)

社会科学・社会 (906)

理学 (265)

工学・工業 (532)

農学 (151)

保健（医・歯・薬・看護等） (451)

商船 (17)

家政 (186)

教育 (437)

芸術 (162)

教養 (102)

キャリアセンター (376)

その他 (230)
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第２章 インターンシップの実施状況と具体的内容 

(1)実施状況 

①学生の参加 

 「インターンシップに参加したことがある」学生は 30.5％である。 

 インターンシップへの参加時期は「大学 3 年生」が 67.7％と最も高く、イ

ンターンシップへの参加期間は「1 日」が 47.0％、「2日以上、1 週間未満（2

～5営業日）」が 44.0％と高い。 

 インターンシップへの申し込み方法は「就職サイトや企業ホームページなど

に掲載されたインターンシップ募集情報に申し込み」が 43.3％と最も高く、

「自分から参加したい企業に直接、実施受け入れを依頼」を加えた“自主応

募”が 6割近くを占める。 

 インターンシップへ参加のきっかけは「企業等の募集広告をみたから」が

27.0％で最も高い。 

 インターンシップ先の主な業種は「製造業」が 12.6％と最も高く、次に「金

融業、保険業」が 11.1％である。 

 インターンシップ先の従業員数は「1～49 人」が 24.6％で最も高く、インタ

ーンシップを行った部署は「営業」が 22.8％と最も高い。 

 インターンシップに参加した時期は「夏休み」が 64.4％と最も高い。 

 

Q７：あなたは現在通っている大学（短大・大学院）入学後（高専の方は高専入学以降）インタ

ーンシップ・実習に参加したことがありますか。（ひとつだけ） 

図表 ２-１ インターンシップ・実習への参加有無 (n=3386) 

 

インターンシップに参加

したことがある (1033)
30.5%

インターンシップに参加

したことはないが、特定

の資格取得に関係する

実習（教育実習、看護実

習、臨床実習等）は参加

したことがある (661)
19.5%

インターンシッ

プ、実習ともに

参加したことは

ない (1692)
50.0%
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図表 ２-２ インターンシップ・実習への参加有無＜学生/学年別＞  

  
 
 

Q８：あなたが大学（短大・大学院）入学後（高専の方は高専入学以降）に、インターンシップに

参加した時期をお答えください。（いくつでも） 

図表 ２-３ インターンシップに参加した時期 (n=1033) 

 
  

全体
インターンシップに参加したこ

とがある

インターンシップに参加したこ
とはないが、特定の資格取得
に関係する実習（教育実習、
看護実習、臨床実習等）は参

加したことがある

インターンシップ、実習ともに参
加したことはない

3386 1033 661 1692

100.0% 30.5% 19.5% 50.0%

403 20 52 331

100.0% 5.0% 12.9% 82.1%

2325 799 464 1062

100.0% 34.4% 20.0% 45.7%

398 154 61 183

100.0% 38.7% 15.3% 46.0%

196 24 82 90

100.0% 12.2% 41.8% 45.9%

15 ― 1 14

100.0% ― 6.7% 93.3%

49 36 1 12

100.0% 73.5% 2.0% 24.5%
高専4・5年

全体

大学1・2年

大学3年以上

大学院

短大

高専1・2・3年

4.0%
10.1%

67.7%

14.3%

2.5%

0.3%

9.9%

2.3%

0.3%

2.0%

0.7%

0.2%

2.9%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

大学1年 (41)

大学2年 (104)

大学3年 (699)

大学4年 (148)

大学5年 (26)

大学6年 (3)

大学院修士1年 (102)

大学院修士2年 (24)

大学院博士 (3)

短大1年 (21)

短大2年 (7)

高専1年 (0)

高専2年 (0)

高専3年 (2)

高専4年 (30)

高専5年 (5)

-

-

- 
- 



15 

 

Q９：これまでインターンシップに応募した企業等の数と参加した企業等の数をご記入くださ

い。 

図表 ２-４ 応募した企業等の数 (n=1033) 

 

 

図表 ２-５ 参加した企業等の数 (n=1033) 

 

 

Q１０：インターンシップに参加した期間をお答えください。（いくつでも） 

図表 ２-６ インターンシップに参加した期間 (n=1033) 

 

 

 

 

  

平均 4.01

最大 110

最小 0

回答件数 1033

平均 2.38

最大 39

最小 1

回答件数 1033

47.0%

44.0%

19.5%

8.0%

4.5%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

１日 (485)

２日以上１週間未満（２～５営業日） (455)

１週間以上２週間未満（６～１０営業日） (201)

２週間（１１営業日）以上１か月未満 (83)

１か月以上３か月未満 (47)

３か月以上 (37)
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※Q11・Q43～Q19・Q51 は、参加したインターンシップの期間ごとに質問をしているため、1名

で 2件回答をしている場合がある。 

Ｑ１１・４３:インターンシップについて具体的な日数を記入してください。※複数のインターンシ

ップに参加された方は、主なもの一つについて お答えください。 

図表 ２-７ インターンシップの日数 (n=1083) 

 

 

図表 ２-８ インターンシップの日数＜学生/学年別＞ 

 

 

  

28.3%

17.1%

49.3%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1日 (307)

2～4日 (185)

5日以上1か月未満 (534)

1か月以上 (57)

全体 1日 2～4日
5日以上

1か月未満
1か月以上

1083 307 185 534 57

100.0% 28.3% 17.1% 49.3% 5.3%

21 6 3 10 2

100.0% 28.6% 14.3% 47.6% 9.5%

837 270 147 381 39

100.0% 32.3% 17.6% 45.5% 4.7%

164 27 27 94 16

100.0% 16.5% 16.5% 57.3% 9.8%

25 4 7 14 ―

100.0% 16.0% 28.0% 56.0% ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

36 ― 1 35 ―

100.0% ― 2.8% 97.2% ―

高専1・2・3年

高専4・5年

全体

大学1・2年

大学3年以上

大学院

短大
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Q１２・４４：このインターンシップには、何を利用して申し込まれましたか。（ひとつだけ） 

図表 ２-９ インターンシップへの申し込み経路  (n=1083) 

 
 

Q１３・Q４５：このインターンシップに参加したきっかけは何ですか。（いくつでも） 

図表 ２-１０ 参加のきっかけ (n=1083)  

 

36.7%

5.1%

13.3%

43.3%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

大学等からの紹介 (397)

その他の機関（地域におけるインターンシップ

推進協議会、経済団体等）からの紹介 (55)

自分から参加したい企業に直接、実施・受け入

れを依頼 (144)

就職サイトや企業ホームページなどに掲載され

たインターンシップ募集情報に申し込み (469)

その他 (18)

8.2%

13.2%

9.6%

9.0%

6.7%

8.9%

3.4%

19.2%

12.0%

27.0%

10.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

学校の授業科目（必修）として行われて

いたから (89)

学校の授業科目（選択）として行われて

いたから ※選択必修も含める (143)

授業とは関係ないが大学等が

斡旋していたから (104)

先生から勧められたから (97)

友人からの口コミ (73)

先輩からの口コミ (96)

家族から勧められたから (37)

就職課やキャリアセンター等から

勧められたから (208)

新聞、雑誌、インターネットやテレビ等で

インターンシップの記事・番組等をみたから (130)

企業等の募集広告をみたから (292)

その他 (108)
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Q１４・Q４６：このインターンシップの主な業種についてお答えください。（ひとつだけ） 

図表 ２-１１ インターンシップ先の業種 (n=1083) 

 

 

1.8%

0.1%

0.6%

3.3%

12.6%

1.0%

8.8%

2.5%

7.1%

11.1%

3.1%

5.0%

3.6%

3.2%

4.3%

9.0%

1.9%

8.6%

7.2%

1.0%

4.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

農業、林業 (20)

漁業 (1)

鉱業、採石業、砂利採取業 (6)

建設業 (36)

製造業 (136)

電気・ガス・熱供給・水道業 (11)

情報通信業 (95)

運輸業、郵便業 (27)

卸売業、小売業 (77)

金融業、保険業 (120)

不動産業、物品賃貸業 (34)

学術研究、専門・技術サービス業 (54)

宿泊業、飲食サービス業 (39)

生活関連サービス業、娯楽業 (35)

教育、学習支援業 (47)

医療、福祉 (97)

複合サービス事業 (21)

サービス業（他に分類されないもの） (93)

公務（他に分類されるものを除く） (78)

ＮＰＯ等団体 (11)

その他 (45)
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Q１５・Q４７：このインターンシップ先の従業員数についてお答えください。（ひとつだけ） 

図表 ２-１２ インターンシップ先の従業員数 (n=1083) 

 

 

Q１６・Q４８：このインターンシップを行った部署をお答えください。（いくつでも） 

図表 ２-１３ インターンシップ先の部署 (n=1083) 

 

 

24.6%

17.5%

14.5%

12.5%

13.0%

17.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

1～49 人 (266)

50～299 人 (190)

300～999 人 (157)

1，000～4，999 人 (135)

5，000人～ (141)

わからない (194)

14.4%

17.9%

19.7%

19.2%

5.6%

22.8%

19.0%

12.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

生産・技術（工場含む） (156)

研究・開発 (194)

企画・市場調査 (213)

総務・広報・人事 (208)

経理・財務 (61)

営業 (247)

販売・サービス (206)

その他 (132)
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Q１９・Q５１：このインターンシップに参加した時期はいつでしたか。（ひとつだけ） 

図表 ２-１４ インターンシップ参加時期 (n=1083) 

 

  

13.7%

64.4%

8.0%

11.1%

2.6%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

春休み (148)

夏休み (697)

冬休み (87)

学期中 (120)

通年（一年を通じて） (28)

その他 (3)
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②企業の実施 

 インターンシップを「実施している」企業は 55.6％である。従業員規模別

にみると、従業員規模が大きい企業ほど実施率が高く、従業員数 1,000 名以

上の企業は 69.2％が実施している。 

 インターンシップの実施期間は「1 日」が 44.8％、「2～4 営業日」が 8.0％

と、5 日未満が過半数である。従業員規模別にみると、5,000 名以上の企業

で「5～9営業日」が 36.7％と高い。 

 インターンシッププログラムの受け入れ時期は、「夏休み（主に 8 月～9 月

頃）」が 64.2％と最も高く、次に「春休み（主に 2 月～3 月頃）」の 30.1％

となっている。 

 インターンシップへの実施は、「特に社外からの依頼はなく、自社で独自に

応募」が 56.7％と最も高く、「大学からの依頼」は 47.1％となっている。 

 過去 1 年間に受け入れた学生は、「理系」が 86.8％と「文系」よりも多く、

学科では「工学・工業」学科が 77.9％と最も高い。また学年別にみると、

「大学 3 年」が 89.1％と最も高く、次に「大学院修士 1 年」が 44.2％とな

っている。「短大 1年」は 7.5％、「高専 4年」は 11.7％である。 

 インターンシップの実施目的として、「大いにあてはまる」への回答割合を

みると、「仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理解を促す」が

82.5％と最も高く、次に「学生に就業体験の機会を提供することで、社会貢

献する」の 46.9％となっている。 
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問１：貴社では過去１年間、インターンシップを実施していますか。該当する番号ひとつに〇

をつけてください。 

図表 ２-１５ インターンシップ実施有無(n=701) 

  

図表 ２-１６ インターンシップ実施有無 ＜企業/従業員規模別＞ 

 

 

問１ａ（１）：実施しているインターンシップのプログラムの個数 

図表 ２-１７ インターンシッププログラムの個数 

 

  

55.6%

6.4%

13.7%

19.0%

1.4%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

実施している(390)

過去、実施していたが、現在はして

いない(45)

実施していないが、今後、実施した

い(96)

実施しておらず、今後も実施する予

定はない(133)

その他(10)

無回答(27)

全体
実施してい
る

過去、実施
していた
が、現在は
していない

実施してい
ないが、今
後、実施し
たい

実施してお
らず、今後も
実施する予
定はない

その他 無回答

701 390 45 96 133 10 27

100.0% 55.6% 6.4% 13.7% 19.0% 1.4% 3.9%

206 66 21 33 81 3 2

100.0% 32.0% 10.2% 16.0% 39.3% 1.5% 1.0%

223 141 11 31 33 5 2

100.0% 63.2% 4.9% 13.9% 14.8% 2.2% 0.9%

182 126 10 25 16 2 3

100.0% 69.2% 5.5% 13.7% 8.8% 1.1% 1.6%

62 53 1 6 1 0 1

100.0% 85.5% 1.6% 9.7% 1.6% 0.0% 1.6%

28 4 2 1 2 0 19

100.0% 14.3% 7.1% 3.6% 7.1% 0.0% 67.9%

全体

300名未満

300名以上
1000名未満
1000名以上
5000名未満

5000名以上

不明

平均 2.86

最大 230

最小 1

回答件数 327
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問１ａ（２）：実施しているインターンシッププログラムの期間 （該当する番号すべてに〇） 

図表 ２-１８ プログラムの期間 (n=380) 

 

 

問２（１）：学生一人あたり通算受け入れ日数 （自由記述） 

図表 ２-１９ プログラムの期間 (n=435) 

 

 

図表 ２-２０ プログラムの期間 ＜企業/従業員規模別＞ 

 

 

  

48.9%

48.7%

32.4%

8.7%

3.4%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1日 (186)

2日以上1週間未満（2～5営業日） (185)

1週間以上2週間未満（6～10営業日） (123)

2週間（11営業日）以上1か月未満 (33)

1か月以上3か月未満 (13)

3か月以上 (4)

44.8%

8.0%

20.5%

23.9%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日 (195)

2～4営業日 (35)

5～9営業日 (89)

10営業日～1ヶ月未満 (104)

1ヶ月以上 (12)

全体 1日 2～4営業日 5～9営業日
10営業日以
上1ヶ月未満

1ヶ月以上

全体 435 195 35 89 104 12
100.0% 44.8% 8.0% 20.5% 23.9% 2.8%

300名未満 68 32 0 13 22 1
100.0% 47.1% 0.0% 19.1% 32.4% 1.5%

300名以上1000名未満 154 71 19 25 35 4

100.0% 46.1% 12.3% 16.2% 22.7% 2.6%
1000名以上5000名未満 145 68 14 27 31 5

100.0% 46.9% 9.7% 18.6% 21.4% 3.4%
5000名以上 60 20 2 22 14 2

100.0% 33.3% 3.3% 36.7% 23.3% 3.3%
不明 8 4 0 2 2 0

100.0% 50.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0%
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問２：ご回答頂くインターンシッププログラムの概要について、以下の（１）～（２）の質問にお答

えください。 

問２（１）：インターンシッププログラムの受け入れ時期 （すべてに○） 

図表 ２-２１ 受け入れ時期 (n=511) 

 

 

問２（２）：インターンシッププログラムの企画主体 （主なひとつに○） 

図表 ２-２２ 企画主体 (n=504) 

 

※本設問は「主なひとつに○」だが、複数に○をした回答者がいたため、合計 100.0％にならない 

30.1%

64.2%

28.8%

13.5%

4.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

春休み（主に2～3月頃） (154)

夏休み（主に8～9月頃） (328)

冬休み（主に12月下旬～1月上旬頃） (147)

学期中 (69)

通年 (23)

21.2%

3.4%

2.2%

74.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

大学等 (107)

その他の機関（地域でインターンシップ

を推進する協議会、経済団体等） (17)

学生 (11)

貴社 (377)
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問３：貴社でのインターンシップはどの機関を通じて実施されましたか。該当する番号すべて

に〇をつけてください。 

図表 ２-２３ 募集経路 (n=510) 

 

 

問４：過去１年間に受け入れた学生について、以下の項目にお答えください。 

問４（１）：文系理系 （すべてに〇） 

図表 ２-２４ 受け入れ学生(n=509) 

 

 

47.1%

12.4%

9.6%

56.7%

5.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

大学等からの依頼 (240)

その他の機関（地域におけるインターン

シップ推進協議会、経済団体等）からの

依頼 (63)

学生から直接依頼 (49)

特に社外からの依頼はなく、自社で独自

に募集 (289)

その他 (28)

68.4%

86.8%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

文系 (348)

理系 (442)

その他 (11)
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問４（２）： 所属学科（すべてに〇） 

図表 ２-２５ 受け入れ学生（所属学科）(n=497) 

 

 

55.9%

58.6%

48.5%

77.9%

28.4%

14.9%

8.7%

15.9%

33.6%

17.3%

22.1%

9.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

人文科学 (278)

社会科学・社会 (291)

理学 (241)

工学・工業 (387)

農学 (141)

保健（医・歯・薬・看護等） (74)

商船 (43)

家政 (79)

教育 (167)

芸術 (86)

教養 (110)

その他 (49)
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問４（３）：学年 （すべてに〇） 

図表 ２-２６ 過去 1 年間の受け入れ学生（学年）(n=504) 

 

 

問４（４）：性別 （すべてに〇） 

図表 ２-２７ 過去 1 年間の受け入れ学生（性別）(n=507) 

 

 

  

5.6%

17.5%

89.1%

13.1%

2.8%

1.6%

44.2%

5.4%

2.2%

7.5%

1.4%

1.2%

0.6%

1.6%

11.7%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大学1年 (28)

大学2年 (88)

大学3年 (449)

大学4年 (66)

大学5年 (14)

大学6年 (8)

大学院修士1年 (223)

大学院修士2年 (27)

大学院博士 (11)

短大1年 (38)

短大2年 (7)

高専1年 (6)

高専2年 (3)

高専3年 (8)

高専4年 (59)

高専5年 (6)

97.2%

83.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性 (493)

女性 (423)
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問５：過去１年間の応募・受け入れ人数についてお答えください（過去１年間に複数回実施し

ている場合は全体の数字を記入してください）。 

問５（１）：応募人数  

 

図表 ２-２８ 過去 1 年間の応募人数 

 

 

問５（２）：受け入れ人数  

図表 ２-２９ 過去 1 年間の受け入れ人数 

 

 

  

平均 213.52
最大 12843
最小 0
回答件数 458

平均 66.23
最大 3500
最小 0
回答件数 492
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問６：インターンシップ実施の目的として、下記に示す（１）～（８）それぞれについて、選択肢

の中から最も近いものを選んで〇をつけてください。 

図表 ２-３０ 実施目的 

 

  

大いにあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあて
はまらない

全くあては
まらない

(1)自社社員の育成・活性化を促す
(n=506)

10.9% 41.7% 36.0% 11.5%

(2)仕事を通じて、学生に自社を含め、
業界・仕事の理解を促す(n=509)

82.5% 16.7% 0.8% 0.0%

(3)将来の顧客となり得る学生に対し
て、自社に対する理解・イメージアップ
を促進させる(n=511)

26.6% 35.2% 27.4% 10.8%

(4)学生に就業体験の機会を提供する
ことで、社会貢献する(n=507)

46.9% 38.9% 12.2% 2.0%

(5)学生の視点からの提案や意見を自
社に取り入れる(n=507)

6.9% 37.9% 43.6% 11.6%

(6)採用を意識し、学生のスキルを見極
める(n=509)

22.4% 41.3% 28.7% 7.7%

(7)従来の採用とは異なるタイプの学生
を見出す(n=508)

8.7% 25.0% 49.8% 16.5%

(8)採用に直結したものとして実施
(n=508)

14.6% 29.3% 27.8% 28.3%
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③大学の実施/送り出し 

 インターンシップを「実施している」学部・組織は 58.9％である。学校種別

にみると、「大学・キャリアセンター」で 84.9％、「短大・高専」で 66.4％

と高い。 

 インターンシップの実施期間は、「1 週間以上 2 週間未満（6～10 営業日）」

が 57.6％「2 日以上、1 週間未満（2～5営業日）」が 57.1％と高い。 

 インターンシップの対象範囲は、「貴学部・組織のみ」が 51.5％と最も高く、

「全学」は 36.4％にとどまっている。 

 インターンシップの実施目的は、「学生の仕事理解の促進」が 91.3％と最も

高く、「学生の業種理解の促進（85.9％）」、「学生自身のキャリア観の明確化

の機会提供（84.3％）」、「学生に企業の職場雰囲気等を経験させる（81.7％）」

が 8割以上と仕事や職場理解を目的とする場合が多い。 

 インターンシップ先の企業は、「100 名未満」が 49.5％と小規模企業の割合

が高い。 

 学年ごとの参加人数をみると、29.5％の大学等で低学年も参加している。 

 インターンシップとして学生を送り出している企業等の開拓経路は、「教職

員の人的ネットワークがある企業等」が 68.9％と最も高く、次に「採用実

績のある企業」の 46.1％となっている。 

 インターンシップを主に担当しているのは、「貴学部・組織等所属の教員（他

業務との兼務）」が 62.2％、「貴学部・組織等所属の職員（他業務との兼務）」

が 51.9％の順に高い。 

 学生を送り出している企業の選定は、「時期や期間が適切であること」の

74.2％が最も高く、次に「業種や業態が適切であること」が 73.7％と高い。 

 

問３：貴学部・組織等では、平成２８年度に企業等へのインターンシップを実施していますか。

なお、回答者が学部等の場合は、キャリアセンター等が主導して実施している全学共通のイ

ンターンシップは、含みません。（１つに○） 

図表 ２-３１  H28 年度インターンシップ実施の有無 (n=2782) 

 

58.9%

3.0%

5.9%

32.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

実施している (1638)

過去、実施していたが、現在はしていない (83)

実施していないが、今後、実施したい (163)

実施しておらず、今後も実施する予定はない (898)
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図表 ２-３２  H28 年度インターンシップ実施の有無＜大学/学校種別＞ 

 

 

問４：貴学部・組織等の平成 28年度のインターンシップの実施期間（企業等へ送り出してい

る期間）についてお答えください。（あてはまるもの全てに○） 

図表 ２-３３  H28 年度インターンンシップ実施期間 (n=1640) 

 

  

全体
実施してい

る

過去、実施
していた

が、現在は
していない

実施してい
ないが、今
後、実施し

たい

実施してお
らず、今後
も実施する
予定はない

2762 1625 82 163 892
100.0% 58.8% 3.0% 5.9% 32.3%

1164 693 32 67 372
100.0% 59.5% 2.7% 5.8% 32.0%

739 288 39 49 363
100.0% 39.0% 5.3% 6.6% 49.1%

398 338 2 18 40
100.0% 84.9% 0.5% 4.5% 10.1%

461 306 9 29 117
100.0% 66.4% 2.0% 6.3% 25.4%

全体

大学・学部

大学・研究科

大学・キャリアセン
ター等

短大・高専

8.4%

57.1%

57.6%

29.7%

10.9%

7.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1日(137)

2日以上1週間未満（2～5営業日）
(936)

1週間以上2週間未満（6～10営業

日）(944)

2週間以上（11営業日）1か月未満
(487)

1か月以上3か月未満(178)

3か月以上(123)
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問５：貴学部・組織等で実施している「１日」「２日以上１週間未満（2～5営業日）」のインター

ンシップの授業またはプログラムの名称をお書きください。（自由記述）（抜粋） 

■「1日」「2日～1週間未満（2～5営業日）」 

 インターンシップ 

 校外実習 

 特別講義（インターンシップ） 

 ボランティア体験 

 学校推薦インターンシップ 

 ジョブ・インターンシップ 

 キャリア・アクティビティ 

 産業協働型インターンシップ 

 能力開発論 

 学外研修 

 就業体験実習 

 模擬裁判・エクスターンシップ 

 キャリアデザインゼミナール 

 ○○（企業名）インターンシップ 

 

■1週間以上 2週間未満（6～10 営業日）」 

 学校ボランティア 

 学外実習・就業体験実習 

 ○○（学部学科名）実習 

 工場実習 

 文学部基幹科目 

 リーガル・フィールドワーク 

 海外業界研究 

 インターンシップ実習（国際交流） 

 ジェネラルインターンシッププログラム 

 建築実務研修 

 法律事務実務 

 課題解決型インターンシップ 

 

■「2週間以上（11 営業日）1か月未満」「1か月以上 3か月未満」「3か月以上」 
 長期インターンシップ 

 フィールド研究 

 地域協働型インターンシップ 

 施設実習 

 海外派遣キャリア演習・ホテル演習 

 現場研修・学外特別実習（長期） 

 ○○（学校名）アカデミック・インターンシップ 

 企業課題探求型 長期・有償型インターンシップ 

 映画ビジネス 

 ホスピタリティ実習 

 科学技術インターンシップ 

 シニア・インターンシップ 
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問６-２：本インターンシップの実施期間（企業等へ送り出している期間）についてお答えくださ

い。（１つに○） 

図表 ２-３４ 本インターンシップの実施期間 (n=2491) 

 
 

図表 ２-３５ 本インターンシップの実施期間まとめ (n=2491) 

 
 

問６-３：本インターンシップの対象範囲についてお答えください。（○は１つ） 

図表 ２-３６ 対象範囲 (n=2489) 

 
  

1.8%
1.2%

3.1%

1.7%

32.6%

4.0%

4.3%

2.5%

1.8%

30.0%

9.4%

5.0%

6.1%

2.0%
4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

１日 (45)

２日 (30)

３日 (77)

４日 (42)

５日 (812)

６日 (100)

７日 (107)

８日 (62)

９日 (44)

１０日 (747)

約２週間 (233)

約３週間 (125)

約１か月 (152)

約２か月 (50)

３か月以上 (100)

1.4%
4.0%

40.1%

43.1%
11.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

１日 (35)

２日～４日 (99)

５日～９日 (998)

１０日～１か月未満 (1073)

１か月以上 (286)

51.5%

36.4%

12.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

貴学部・組織等のみ (1283)

全学 (907)

その他 (299)
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問７：本インターンシップ実施の目的としてあてはまるものをお答えください。 

（あてはまるものをすべて選択してください。） 

図表 ２-３７ 実施の目的 (n=2495) 

 

 

  

25.5%

85.9%

91.3%

79.0%

81.7%

25.4%

68.1%

84.3%

28.9%

21.8%

74.9%

38.8%

56.4%

23.3%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学生を送り出すことでの地域貢献・社会

貢献 (637)

学生の業種理解の促進 (2144)

学生の仕事理解の促進 (2279)

学生の企業等の事業内容の理解促進
(1971)

学生に企業の職場雰囲気等を経験させ

る (2039)

就職実績の向上 (634)

学生自身のスキルの見極めの機会提供
(1698)

学生自身のキャリア観の明確化の機会

提供 (2103)

学生の社会人との人脈構築促進 (721)

他の学生との人脈構築促進 (545)

学生の社会人基礎力（ジェネリックスキ

ル）向上のため (1868)

学生の所属学部の専門性の向上のた

め (968)

学問への動機づけ（学習意欲の向上）
(1407)

企業等との連携強化のため（就職目的

以外） (582)

その他 (116)
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問８：平成２８年度の本インターンシップ先の企業等についてお尋ねします。 

問８（１）：送り出した企業数 （ご記入ください） 

図表 ２-３８ 企業数 

 

 

問８（２）：送り出した企業の業種の範囲 （１つに○） 

図表 ２-３９ インターンシップ先企業の業種の範囲 (n=2166) 

 

平均 19.67

最大 786
最小 0

回答件数 2442

特定の業界に

限定 (552)

25.5%

業界は限定せ

ず、幅広く実施

(1531)
70.7%

その他 (83)

3.8%
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問８（３）：企業の業種 （あてはまるものすべてを選択してください） 

図表 ２-４０ 企業の業種 (n=2422) 

 

 

8.6%

0.6%

0.9%

22.7%

43.6%

14.9%

37.4%

14.6%

35.3%

22.9%

13.3%

25.4%

27.2%

18.2%

25.1%

19.0%

8.5%

26.1%

40.3%

11.8%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

農業，林業 (208)

漁業 (15)

鉱業，採石業，砂利採取業 (23)

建設業 (549)

製造業 (1057)

電気・ガス・熱供給・水道業 (360)

情報通信業 (905)

運輸業，郵便業 (354)

卸売業，小売業 (855)

金融業，保険業 (554)

不動産業，物品賃貸業 (322)

学術研究，専門・技術サービス業 (616)

宿泊業，飲食サービス業 (658)

生活関連サービス業，娯楽業 (441)

教育，学習支援業 (608)

医療，福祉 (460)

複合サービス事業 (206)

サービス業（他に分類されないもの） (633)

公務（他に分類されるものを除く） (977)

その他 (286)

把握していない (52)
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問８（４）：従業員数 （あてはまるものすべてを選択してください） 

図表 ２-４１ 企業の従業員数 (n=2406) 

 

 

問９：昨年度（平成２７年度）の本インターンシップについて、学生の参加状況をお答えくださ

い。 

問９（１）：定員数（人） 

 

図表 ２-４２ 学生の定員数 

 

 

問９（２）：参加人数（総数）（人） 

図表 ２-４３ 学生の参加人数（総数） 

 

 

  

49.5%

40.5%

29.2%

29.8%

26.8%

37.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

100名未満 (1192)

100名～500名未満 (975)

500名～1000名未満 (702)

1000名～3000名未満 (717)

3000名以上 (646)

把握していない (904)

（人）
平均 148.99

最大 25307

最小 0

回答件数 1075

（人）
平均 37.16

最大 1461

最小 0

回答件数 2495
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問９（３）：所属学生の参加割合（単一回答）  

図表 ２-４４ 所属学生の参加割合（n=2269） 

 

 

問９（４）：学年 （人） 

図表 ２-４５ 学年毎の参加人数 

 

 

  

該当者のほぼ

全員 (432)
19.0%

該当者のうち、

概ね5割以上9

割未満 (163)
7.2%

該当者のうち、

概ね2割以上5

割未満 (206)
9.1%

該当者のうち、

概ね1割以上2

割未満 (242)
10.7%

該当者のうち、

概ね1割未満
(1226)
54.0%

(人)

平均 最大 最小 回答件数

1 [学部／学科・本科] １年生 9.05 688 0 1,414

2 [学部／学科・本科] ２年生 9.43 680 0 1,528

3 [学部／学科・本科] ３年生 29.82 1,407 0 1,851

4 [学部／学科・本科] ４年生 10.74 680 0 1,450

5 [学部／学科・本科] ５年生 0.84 245 0 1,104

6 [学部／学科・本科]６年生 0.05 34 0 1,067

7  [修士／専攻科] １年生 3.52 92 0 1,333

8  [修士／専攻科] ２年生 0.81 100 0 1,188

9 大学院博士（後期） 0.45 81 0 1,077
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図表 ２-４６  低学年有無 (n=2255) 

 
 

図表 ２-４７ 就活年次限定 (n=2256) 

 

 

問９（５）：分野 

図表 ２-４８ 参加学生数（文理別） 

 

 

  

低学年あり

(665)
29.5%

低学年なし

(1590)
70.5%

限定あり

(721)
32.0%

限定なし (1535)

68.0%

（人）

平均 最大 最小 回答件数

1 うち文系 32.33 1,963 0 1,336

2 うち理系 19.75 1,461 0 1,127

3 うちその他 1.32 137 0 898
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問１３：本インターンシップとして学生を送り出している企業等は、どのように開拓しましたか。

（あてはまるものすべてを選択してください） 

図表 ２-４９ 企業等の開拓経路 (n=2450) 

 

 

68.9%

42.6%

46.1%

40.0%

41.3%

27.3%

25.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

教職員の人的ネットワークがある企業等
(1688)

卒業生が在籍している企業、または卒業生

が役員や経営者をしている企業等 (1044)

採用実績のある企業等 (1130)

地域の商工会議所・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ協議会など

のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰに関連している企業等 (980)

送り出し依頼のあった企業等 (1013)

大学等の近隣の企業等 (670)

その他 (622)
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問１４：本インターンシップを主に担当しているのは誰ですか。 （あてはまるものすべてを選

択してください） 

図表 ２-５０ インターンシップの担当者 (n=2469) 

 

 

12.7%

6.0%

7.0%

3.2%

62.2%

51.9%

3.7%

8.6%

2.2%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

貴学部・組織等所属のインターンシップ

専任の教員（特定任期なし） (313)

貴学部・組織等所属のインターンシップ

専任の教員（特定任期付） (148)

貴学部・組織等所属のインターンシップ

専任の職員（特定任期なし） (174)

貴学部・組織等所属のインターンシップ

専任の職員（特定任期付） (80)

貴学部・組織等所属の教員（他業務との

兼務） (1536)

貴学部・組織等所属の職員（他業務との

兼務） (1281)

貴学の他組織の教員 (92)

貴学の他組織の職員 (212)

学外の専門人材 (54)

その他 (66)
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問１５：インターンシップとして学生を送り出している企業等は、どのように選んでいますか。

（あてはまるものすべてを選択してください） 

図表 ２-５１ 送り先企業等の選択方法 (n=2462) 

 

74.2%

73.7%

39.9%

30.0%

19.0%

7.6%

14.2%

43.7%

8.9%

11.2%

14.4%

12.8%

50.3%

12.3%

10.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

時期や期間が適切であること (1827)

業種や業態が適切であること (1815)

インターンシップ実施計画が示されている

こと (983)

無報酬であること (739)

大学等が学生の選考を行うこと (469)

企業等が学生の選考を行うこと (186)

教員や担当者の見回りができること (350)

インターンシップ先企業等が学生を評価す

ること (1075)

就職実績のある企業等からの依頼である

こと (219)

地元企業等からの依頼であること (275)

貴学が会員である団体（地域のインターン

シップ協議会等）から依頼されること (354)

学生の経済面での負担に配慮がなされて

いること (315)

受入れ体制が充実していること (1239)

その他 (303)

特に基準は設けていない (266)
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(2)選考の実態 

①学生 

 インターンシップに参加する際の選考として「書類審査が行われた」が

50.0％と最も高い。次に「選考は行われなかった」が 43.2％である。 

 

Q１７・Q４９：あなたがこのインターンシップに参加する際に、選考が行われましたか。（いくつ

でも） 

図表 ２-５２ 学生の選考方法 (n=1083) 

 

 

  

50.0%

9.4%

21.2%

1.5%

43.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

書類審査が行われた (541)

筆記試験が行われた (102)

面接試験が行われた (230)

その他の試験・審査があった (16)

選考は行われなかった (468)
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②企業 

 インターンシップにおける学生の応募状況として「ほぼ定員通りの学生が集

まっている」が 47.2％と最も高く、「定員以上の学生が集まり、学生の選考

を行っている」が 34.1％である。 

 学生の選考を独自に「行っている」とする企業は 54.4％だった。選考方法

は、「書類審査」が 83.1％と突出して高く、「面接試験」が 62.5％である。 

 選考基準については、「やる気」が 70.9％と最も高く、「明確な目的意識」が

59.4％、「協調性、チームワーク」が 54.4％となった。 

 

問１０：インターンシップにおける学生の応募状況について、該当する番号ひとつに〇をつけ

てください。 

図表 ２-５３ 学生の応募状況 (n=502) 

 

 

  

定員以上の学生

があつまり、学

生の選考を行っ

ている (171)
34.1%

ほぼ定員通りの

学生が集まって

いる (237)
47.2%

定員に満たない

(94)
18.7%
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問１４：貴社において、学生の選考を独自に行っていますか。該当する番号ひとつに〇をつけ

てください。 

図表 ２-５４ 学生の選考を独自に行っているか (n=504) 

 

 

問１４ａ：どのような方法で選考していますか。該当する番号すべてに〇をつけてください。 

図表 ２-５５ 学生の選考方法 (n=272) 

 
  

行ってい

る (274)

54.4%

行っていな

い (230)

45.6%

83.1%

34.6%

62.5%

11.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

書類審査 (226)

筆記試験 (94)

面接試験 (170)

その他 (31)
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問１５：どのような基準で選考していますか。該当する番号すべてに〇をつけてください。. 

図表 ２-５６ 選考基準 (n=261) 

 

28.7%

40.2%

1.5%

16.1%

41.0%

13.8%

59.4%

54.4%

70.9%

38.7%

30.3%

30.7%

8.8%

28.7%

5.0%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

専攻分野の専門知識 (75)

一般的教養・知識、社会常識 (105)

パソコン技能（ﾜｰﾄﾞ、ｴｸｾﾙ等） (4)

ビジネスマナー (42)

人の言うことを聞き、理解する能力 (107)

プレゼンテーション能力 (36)

明確な目的意識 (155)

協調性、チームワーク (142)

やる気 (185)

責任感 (101)

ねばり強さ (79)

思考の柔軟性 (80)

履修科目や成績 (23)

卒業後に採用したい人材 (75)

通勤圏内に住んでいること (13)

その他 (12)
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③大学 

 インターンシップへの学生の参加状況としては、「ほぼ定員通りの学生が集

まっている（必須含む）」が 49.9％と最も高く、参加希望学生に対する選考

を「行っている」大学は 44.3％である。 

 選考方法は、「書類選考」が 64.3％と最も高く、次に「面接」が 58.9％とな

っている。 

 参加希望の学生に選考を行うことで学生への教育効果が高まっているかに

ついては、「やや高まっている」が 46.8％、「大いに高まっている」が 27.9％

と 7割以上が教育効果の高まりを感じている。 

 

問１１-１：学生の参加状況についてお答えください。（１つだけ選択してください） 

図表 ２-５７ 学生の参加状況 (n=2351) 

 

問１６-１：本インターンシップ参加希望の学生に対して、選考を行っていますか。（１つに○） 

図表 ２-５８ 学生の選考の有無 (n=2456) 

 

16.3%

49.9%

33.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

定員以上の学生があつまり、学生の選

考を行っている (384)

ほぼ定員通りの学生が集まっている（必

修含む） (1172)

定員に満たない (798)

行っている
(1089)
44.3%

行っていない
(1367)
55.7%
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問１６-２：インターンシップ参加希望の学生の選考方法をお答えください。（あてはまるものす

べてを選択してください） 

図表 ２-５９ 学生の選考方法 (n=1098) 

 

 

問１６-３：インターンシップ参加希望の学生に選考を行うことで、学生への教育効果が高まっ

ていると思いますか。（１つに○） 

図表 ２-６０ 学生への教育効果(n=1152) 

 

 

64.3%

2.8%

58.9%

30.1%

17.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

書類選考 (706)

筆記試験 (31)

面接 (647)

これまでの学業成績 (330)

その他 (191)

大いに高まって

いる (321)
27.9%

やや高まってい

る (539)
46.8%

あまり高まって

いない (80)
6.9%

全く高まっていな

い (34)
3.0%

わからない (178)
15.5%
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(3)インターンシップの具体的内容 

①学生 

 学生が参加したインターンシップの内容は「企業等の見学（および簡単な体

験）」が 54.6％と最も高く、次に「企業等でのワークショップ」の 35.6％と

なっている。 

 インターンシップの実習場所は「企業等の会議室」が 58.4％で最も高い。 

 インターンシップの内容で「企業等の講義」を選択した人の、講義の話者は

「人事担当者」が 81.2％と最も高い。 

 インターンシップの内容で「企業等の講義」を選択した人の、講義の内容は

「業界全般の説明」が 76.3％と最も高い。次に「個別企業等の説明」が

74.0％、「当日のプログラムのオリエンテーション」が 71.8％である。 

 インターンシップの内容で「別課題・プロジェクト」を選択した人の、具体

的な内容は「参加企業等やその業界への新商品・サービス提案」が 53.7％

で最も高い。 

 

Q２０・Q５２：このインターンシップの内容はどのようなものでしたか。（いくつでも） 

図表 ２-６１ インターンシップの内容 (n=1083) 

 

 

54.6%

33.8%

26.7%

26.8%

9.2%

28.4%

35.6%

19.8%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

企業等の見学（および簡単な体験）

(591)

企業等での社員に同席あるいは同行

(366)

企業等での社員の基幹的な業務の一部

(289)

企業等での社員の補助的な業務の一部

(290)

企業等でのアルバイトやパートタイマー

が行う業務の一部 (100)

企業等での講義 (308)

企業等でのワークショップ (386)

企業等での通常業務ではない別の課題

やプロジェクト (214)

その他 (16)
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Q２１・Q５３：このインターンシップの実習場所はどこでしたか。（いくつでも） 

図表 ２-６２ 実習場所 (n=1083) 

 

 

Q２２・Q５４：インターンシップ内容で「企業等での講義」をお選びの方にお伺いします。講義の

話者についてあてはまるものをお選びください。（いくつでも） 

図表 ２-６３ 講義の話者 (n=308) 

 

 

24.5%

58.4%

31.0%

6.9%

1.8%

12.4%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

企業等の執務室 (265)

企業等の会議室 (633)

企業等の実際の店舗など (336)

企業等の顧客先 (75)

大学内（生協や学食等） (19)

別会場 (134)

その他 (43)

17.5%

81.2%

56.2%

11.0%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

経営者 (54)

人事担当者 (250)

現場担当者 (173)

内定者 (34)

その他 (11)
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Q２３・Q５５：インターンシップ内容で「企業等での講義」をお選びの方にお伺いします。講義の

内容についてあてはまるものをお選びください。（いくつでも） 

図表 ２-６４ 講義の内容(n=308) 

 

 

Q２４・Q５６：インターンシップ内容で「企業等での通常業務ではない別の課題やプロジェクト」

をお選びの方にお伺いします。「通常業務ではない別の課題やプロジェクト」とは、具体的に

どのようなものでしたか。（いくつでも） 

図表 ２-６５ 「別課題・プロジェクト」の内容 (n=214) 

  

74.0%

76.3%

71.8%

51.0%

30.8%

22.7%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

個別企業等の説明 (228)

業界全般の説明 (235)

当日のプログラムのオリエンテーション

(221)

経営者や先輩社員のキャリアに関する

紹介 (157)

就職活動の体験談 (95)

個別企業等の採用方針 (70)

その他 (12)

11.7%

22.4%

53.7%

15.9%

14.0%

20.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

参加企業等やその業界への企業経営

（人事施策等）の改善提案 (25)

参加企業等やその業界への新規事業

提案 (48)

参加企業等やその業界への新商品・

サービス提案 (115)

参加企業等やその業界への顧客開拓に

関する提案 (34)

広く一般的な社会課題（地域振興等）の

解決策の提案 (30)

その他 (43)
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Q２５・Q５７：前問の回答について具体的内容を御記入ください。（自由記述）（抜粋） 

 

■Q25「1日以上 2週間未満（1～10 営業日）」 

 参加企業の顧客企業へともに営業 

 新規ブランド立ち上げ、稼働率を上げる方法、新店舗出店計画 

 自動車の設計のグループワーク 

 IT×○○（企業名）で新規事業を考える 

 どうしたら教育業界で生き残ることができるか、宣伝方法を考える 

 アプリの企画開発 

 書店の店頭でのポップの制作体験や、既存のデザインの地図をトレースしさらにわかりや

すくする体験 

 ボードゲームを使って実際にその会社の経営を体感する 

 町おこしを企画したイベントの提案 

 農作物の地産地消を広めるための企画をチームで考えて、発表した。5 人 1 チームで、発

表は模造紙を使った 

 近年の若者の車離れを原因の究明と、それを解決するイベントの提案が課題だったので、

街中でアンケートを取り、車に対する国民の意見を取り入れつつ、車に興味を持ってもら

えるようなイベントに、アンケート時に招待すると答えを導いた 

 その企業の課題を指摘し、改善させるにはどうしたらいいかをグループで話し合い、結論

を最後に発表しました 

 簡単な橋の設計計算 

 ネット通販の会員数を増やすにはどうすればよいか 

 組み込みシステムで使われている機械がプログラミングで動くという説明とバクを探し

た 

 

■Q57「2週間（11 営業日）以上」 

 セミナーの広報、支援大学とのコンタクト 

 地域の農家の方との関係づくりのために行われる朝市の、企画運営や広報を行った 

 オフィスワーカー達の働き方を変えるようなソフトウェアアプリの企画・開発・営業 

 参加企業が制作している製品の検査する時の方法の考案 

 金融商品の開発 

 地球温暖化問題への対策を提案する 
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②企業 

 企業が実施したインターンシップの内容は「自社内の見学（および簡単な体

験）」が 69.7％と最も高く、次に「自社での講義」の 58.3％となっている。

一方、「自社での社員の基幹的な業務の一部」は 25.5％にとどまっている。 

 インターンシップの実習場所は「自社の会議室」が 74.6％と最も高い。 

 インターンシップの内容で「自社での講義」を選択した人の、講義の話者は

「人事担当者」が 91.2％と最も高い。 

 インターンシップの内容で「自社での講義」を選択した人の、講義の内容は

「自社の説明」が 89.6％と最も高く、次に「自業界全般の説明」が 85.6％、

「当日のプログラムのオリエンテーション」が 76.7％である。 

 インターンシップの内容で「別課題・プロジェクト」を選択した人の、具体

的な内容は「自社/自業界等への新商品・サービス提案」が 54.2％で最も高

い。 

 

問１２：貴社で実施しているインターンシップの内容について、該当する番号すべてに〇をつ

けてください。 

図表 ２-６６ インターンシップの内容 (n=509) 

 

69.7%

41.7%

25.5%

34.0%

6.7%

58.3%

40.9%

11.2%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自社内の見学（および簡単な体験）

(355)

自社での社員の実業務に同席あるいは

同行 (212)

自社での社員の基幹的な業務の一部

(130)

自社での社員の補助的な業務の一部

(173)

自社でのアルバイトやパートタイマーが

行う業務の一部 (34)

自社での講義 (297)

自社でのワークショップ (208)

自社での通常業務ではない別の課題や

プロジェクト (57)

その他 (12)
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問１３：貴社で実施しているインターンシップの実施場所について、該当する番号すべてに〇

をつけてください。 

図表 ２-６７ 実施場所 (n=497) 

 

 

問１３ａ：【問１２】で「６．自社での講義」に〇をつけた方は、以下（１）と（２）それぞれの質問に

ついて、該当する番号すべてに〇をつけてください。 

問１３ａ（1）：講義の話者について   

図表 ２-６８ 講義の話者 (n=330) 

 

 

28.4%

74.6%

28.0%

10.5%

0.6%

10.7%

14.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自社の執務室 (141)

自社の会議室 (371)

自社の実際の店舗等 (139)

自社の顧客先 (52)

大学内（生協や学食等） (3)

別会場 (53)

その他 (72)

5.2%

91.2%

57.6%

4.2%

1.8%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

経営者 (17)

人事担当者 (301)

現場担当者 (190)

内定者 (14)

その他 (6)

無回答 (1)
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問１３ａ（２）：講義の内容について  

図表 ２-６９ 講義の内容 (n=326) 

 

 

問１３ｂ：【問１２】で「８．自社での通常業務ではない別の課題やプロジェクト」に〇をつけた方

は、その内容について、該当する番号すべてに〇をつけてください。 

図表 ２-７０ 「別課題・プロジェクト」の内容 (n=59) 

 

89.6%

85.6%

76.7%

36.2%

24.8%

7.1%

8.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自社の説明 (292)

自業界全般の説明 (279)

当日のプログラムのオリエンテーション

(250)

経営者や先輩社員のキャリアに関する

紹介 (118)

就職活動の体験談 (81)

自社の採用ポリシー (23)

その他 (26)

無回答 (0)

13.6%

25.4%

54.2%

15.3%

13.6%

16.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自社/自業界等への企業経営（人事施策

等）の改善提案 (8)

自社/自業界等への新規事業提案 (15)

自社/自業界等への新商品・サービス提

案 (32)

自社/自業界等への顧客開拓に関する

提案 (9)

広く一般的な社会課題（地域振興等）の

解決策の提案 (8)

その他 (10)

- 
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問１３ｃ：【問１３ｂ】の回答について具体的内容をご記入ください。（自由記述）（抜粋） 

 

■「1日」 

 顧客向け情報提供セミナーの立案 

 スマートデバイスを用いた企画提案ワーク 

 個人向け商品企画、取引先支援 

 現場社員との座談会。「エンジニアに必要なこと」について討議・発表 

 店舗での売り場作り体験（グループワーク） 

 設計図をもとにカット・研磨・塗装・ラッピング 

 一般企業が抱える問題（課題）の解決策（ディスカッション、プレゼン含む） 

 グループワークの中での新規事業提案や社会課題の解決策の提案 

 論理的思考法について 

 自己紹介を作成し、「人に好かれる為の力」をプレゼン 

 

■「2～10 営業日」 

 新商品と新ＣＭの提案 

 研究施設にて農業機械や建設機械の試乗 

 10 年後における新規事業の立案 

 売上高を達成するための具体的戦略を立案せよ 

 取引先企業（中小企業）で 1 日間実習し、経営者や従業員の方からも業務内容だけでなく、

社会人、働くことについて学びます 

 「2030 年総合商社進化論」をテーマに、予め営業グループごとに設定した分野別につい

て、2030 年の各分野でのあり姿をまとめてもらう 

 担当フロアにおいて顧客の再来店を促進するための企画を考え発表 

 プログラミング体験 

 不良品に対する対応の提案 

 

■「11 営業日以上」 

 車輌の故障履歴等を分株し改善方法を提案 

 部品の洗浄および組立作業 

 既商品のプロモーション企画・プレゼン演習など 

 ○○県が今後直面するであろう課題（高齢化、サービス等）に対して、学生にインタビュ

ーする質問を考えさせ、県内複数企業に実際にインタビューをしてもらう 
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③大学 

 大学が実施したインターンシップの内容は「企業等での社員の補助的な業務

の一部」が 84.4％と最も高く、次に「企業等での社員の実業務に同席ある

いは同行」が 79.8％となっている。 

 

問１２-１：本インターンシップの内容についてお答えください。（あてはまるものすべてを選択し

てください） 

図表 ２-７１ インターンシップの内容 (n=2454) 

 

 

  

65.1%

79.8%

48.7%

84.4%

30.2%

48.6%

51.0%

45.3%

4.6%

3.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

企業等の見学（および簡単な体験）

(1597)

企業等での社員の実業務に同席あるい

は同行 (1958)

企業等での社員の基幹的な業務の一

部 (1194)

企業等での社員の補助的な業務の一

部 (2070)

企業等でのアルバイトやパートタイマー

が行う業務の一部 (741)

企業等での講義 (1193)

企業等でワークショップ (1251)

企業等での通常業務ではない別の課題

やプロジェクト (1112)

その他 (114)

学生の企業等での体験内容は把握して

いない (73)
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問１２-２：本インターンシップのプログラム内容を簡単にご紹介ください。（自由記述）（抜粋） 

 

■「1日」「2日～1週間未満（2～5営業日）」 

 ①仕事の基本（受付から納車まで）、社会人としての基本（挨拶、礼、言葉使い）を学び整

備士の仕事を理解する。②各自の目標、設定に対し、自己評価し報告 

 各企業での職業体験、帰任後のレポート作成、報告会の実施 

 本学院で用意している統一的なプログラムはない。インターンシップを希望する学生が自

主的に公募に応じるなどして研修先を探すことを基本ルールとしている 

 本学との協定・連携先において、夏季休業期間中に 30 時間(原則 5 日間)のインターンシ

ップを実施。4 月初めに開催するオリエンテーションに参加し、さらに指定する事前指導・

事後指導に出席することを条件とする 

 学生が参加したインターンシップに対し、単位を認定している 

 ホテルの受付、ホテル内レストランでの給仕、旅行業での旅行プラン作成、旅行業での事

務、販売業での接客 

 見学体験型、講義型、プロジェクト型、実践型など 

 病院ないし一般企業で、3～4 日間の現場実習を体験する。これに先立ち現場実習のための

準備として事前指導（仕事や就職活動の方向性の確認と、現場実習に向けての履歴書の作

成やビジネスマナーの習得）を行うとともに、現場実習後はそのまとめなどの事後指導（報

告書の作成と報告会など）を行う 

 空港における旅客案内、搭乗手続、手荷物受託搭乗案内に関する基礎知識の修得及び実習

体験、空港業務全般についての見学 

 震災復興支援の現状を把握し生産者と消費者を結びつけるマーケティングに挑戦 

 

■「1週間以上 2 週間未満（6～10 営業日）」 

 地域の学校での教育活動にボランティアとして参加し、特別な支援を必要とする子ども達

の支援活動等を通して子ども理解を深めるとともに教員の職務内容についての理解を広

める 

 大学で修得した学問と現場での実践との融合を図り、基礎科学とその応用についての理解

を深めることを目的として、理学部の教育課程に基づき理学部の学生が取りまとめ団体の

会員企業等において就業体験を行うもの 

 舞台芸術関係の施設（劇場・音楽ホール等）ないしは舞台芸術関係の団体・機関等（音楽

事務所、芸術団体の事務局等）における実務体験。インターンシップ先は、学生の希望に

より、学生自身が受入れの内諾を得てくることを原則としており、実習内容についても学

生が受入れ先と相談してくることとしている 

 学生自身に企業開拓を行ってもらい、10 日間の実習、報告を経て単位取得 

 ホテル接客業務（案内、シーツはがし、レストランサービス） 

 老人ホーム調理・栄養士業務（調理、献立、発注） 

 10 日間(週 5 日×8H）、企業で実際に就業体験を実施。実施した内容は日々実習日誌に記

入し、企業側でも評価して頂く。実習後は振り返りレポートを作成、年度で「報告集」と

してまとめ、次年度の対象学生へ配布を実施しています。実体験の中で「就業することの

意義」を学びます 

 法学部の学生のみを対象に、夏季休暇中の１～２週間、法律知識を活用できる企業法務部

や司法書士事務所で就業体験ができるプログラム。事前研修として「ビジネスマナー＆コ

ミュニケーション講座」、事後学習として実習学生と受入企業による報告会を実施する 
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 意匠設計事務所、構造設計事務所等の一級建築士の指導のもとで業務を体験し、実習終了

後は作成した図面や構造設計、工事監理補助に関するレポート等を提出する。指導教員と

の連携のもとに事前指導、事後指導を行う 

 販売基本知識座学・ロールプレイング等 実習  

 

■「2週間以上（11 営業日）1か月未満」「1か月以上 3か月未満」「3か月以上」 

 多くのケースでは学生が自ら受入先を探し、国内外でインターンシップ先を開拓 

 インターン先は、企業、官公庁、NPO 等多岐にわたります 

 研究所/コンサルでのインターンシップであり、研究活動の延長に位置づけている 

 4 週間の期間、建築士の業務であるところの、意匠設計あるいは構造設計、施工監理、そ

の他補助業務に従事する。具体的には企画・提案や図面の作成、構造計算、模型制作、顧

客との打合せや担当者会議への参加など 

 学生向け賃貸物件に関する事務、学生（顧客）のご案内（内見）、チラシのポスティング

など 

 企業が抱えるビジネス上の課題をテーマにプロジェクトを設定し、大学生がそのテーマに

取り組む。28 年夏休みのプロジェクト型インターンシップでは、観光業（特に、ホテル・

旅館業のプロモーション映像制作に取り組んだ） 

 企業の法務・知的財産部門等で、法学が実務上どのように活用されているのかを、実際の

企業内で見聞し、勉学の深化に役立てる機会として、1 週間～3 週間程度のインターンシ

ップを開催している 

 主に醸造業の現場の作業を 2 週間にわたり体験する。実際の作業体験を通じて、大学の講

義や実験の内容をより深く理解することを目的とする 

 本インターンシップは、約 3 ヶ月間の海外研修プログラムの一環として実施している。イ

ンターンシップ実施期間は約 1ヶ月間で、シリコンバレーをはじめカリフォルニア州で活

躍する日系企業などにおける就業研修を通して、職業現場で求められる人的資質及び、国

際コミュニケーション能力について具体的な体験を通して学ぶことを目的としている 

  


